
平地の湿地に生える、アオガヤツリによく似たやわらかい一年草。花序は頭状で球形、長さ幅とも5-10mm

あって密に多数の小穂をつける。果実は鱗片の約半分の長さがあり、狭長楕円形、縁は鋭形で、狭い翼と
なる。8-10月に熟す。

県内では5ヶ所で現存が確認されている。ため池の水
抜きがされなくなったことで生育地が減少している。
2020年版での新規掲載種。

生育環境の維持のためには、ため池の利用および管理
が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

三木市、小野市、南あわじ市

■ 国内分布

北海道、本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

カヤツリグサ科

兵庫県ランク…シロガヤツリ
環境省ランク… －Cyperus  pacificus  (Ohwi) Ohwi


